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CG系映像制作・映像アプリ開発を行い
北信越でオンリーワン企業に

株式会社イーシステム

地元テレビ局・北日本放送（KNB）用に制作した、オープニングとエンディングの
CG画像。前半はプロジェクションマッピング風に演出され、後半は富山の自然を表
現している。

富山県機電工業会でサンプルとしてお見せした北陸新幹線富山
駅の3D画像のスライスモデル。この他に駆動中の車のエンジン
のスライスモデルを角度を変えながらご覧いただいた。MRのゴーグル型試作機を装着しながら、映像技術の未来について語るイーシステム

の中村秀樹社長。場合によっては、いわゆるテレビはなくなるかも……！？ちなみに中村
社長は今、遊泳している宇宙飛行士を見ている。

（株）能作の新社屋に設置された富山県の観光等を紹介する
プロジェクションマッピング。富山県の形をしたスクリーンに
天井から映し出している。

　まずは上の写真をご覧いただきたい。平昌五輪の
熱気に当てられて、スキー用のゴーグルをつけている
訳ではない。イーシステムの中村秀樹社長が装着し
ているのは、VR（バーチャル・リアリティ）、AR（オーグ
メンティッド・リアリティ/拡張現実）の次にくるといわれ
ているMR（ミックスド・リアリティ/複合現実）のデバイ
ス。同社はこのデバイスで動作するアプリケーションの
開発に取り組んでいる。
　このデバイスを使うと、テレビを見ることはもちろんの
こと、戦国時代に瞬間移動したかのような風景を目の
前に現すことが可能だ。また設計段階の構造物を3D
で映像化して、通信機能を使って遠隔地の設計者と
同じデータを見ながら打合せすることもできる。アイデ
ア次第でさまざまなアプリケーション開発が可能という
わけだ。
　「将来的にはもっと小型化され、一人一台の時代
がくるでしょう。今、ARやMRの開発に取り組んでいる
企業のほとんどは大都市圏に集中し、北信越にはほ
とんどないので危機感を持っています」

　中村社長はそういって同社の取り組みを紹介してく
れた。ちなみにこのデバイスを装着した時、眼の前に
広がっていたのは果てしない銀河と地球をバックに遊
泳する宇宙飛行士の姿。編集子も試着させていただ
き、体が浮くような錯覚に包まれた。

自社の強みを生かして水平展開を

　システムエンジニアとして業務システムなどの設計
開発を行ってきた中村社長が、イーシステムを立ち上
げたのは平成16年2月のこと。北陸では珍しいCG系
映像によるテレビCMの制作を業務とするようになった。
　映像制作を大別すると、実写系とCG系に分けられ
る。実写系はカメラでの撮影が主で、CG系はパソコン
のデーター上で映像を制作。CG系制作会社の9割以
上は首都圏に集中しているという。
　では競合する会社がほとんどない地方で、同社は
安泰であったのかというと、そうでもない様子。テレビ
CMは景気の動向に左右されやすく、不景気になると

すぐに制作依頼が少なくなってしまう。そこで中村社
長が考えたのは、自社の強みである3D-CG技術を生
かし、テレビCM以外にも水平展開することだ。
　ところがもともと地方ではCGによる動画作成のニー
ズが少ない上に、営業活動が不慣れな同社にとって
は、「水平展開」といってもなかなか成果が上がらな
い。そこで知人の経営者に相談したところ、商工会議
所経由で当センターを紹介され「富山県よろず支援
拠点」で経営相談を行うとともに「中小企業首都圏販
路開拓支援事業」の採択を受けて、新しい営業活動
に乗り出した。
　「よろず支援拠点では、『CG動画を作成している
企業が、富山にあること自体が珍しいから、そこを前
面に出したらいい』と2人のコーディネーターからアド
バイスされ、また当時、新社屋を建設中だった高岡の
（株）能作さんが、『プロジェクションマッピングができる
会社を探しているから紹介する』といってすぐに電話
してくれました」と中村社長は語り、「中小企業首都圏
販路開拓支援事業では、販路開拓マネージャーの
ネットワークを生かしていくつもの企業に連絡を入れて
いただき、当社の技術を紹介する機会をつくっていた
だきました」と続けた。

カーエレクトロニクスメーカーから受注

　その結果、大手カーエレクトロニクスメーカーからの
仕事の依頼を受けるようになり、在京のテレビ局もCG
の作成などを前向きに検討してくれるようになったとい
う。また当センターに相談に通う内に、同じ建物にある
富山県機電工業会でサンプル動画をお見せしてプレ
ゼンする機会を得、その結果、ある役員から「当社に
きて欲しい」といわれて打合せを重ねるうちに受注に

至ったそうだ。
　徐々に販路が広がってきた同社。中村社長はさら
なる飛躍を期して「とやま起業未来塾」（29年度）に
入り、「全天球」の事業化と拡大についてのプランを
練ることに。富山は屋外型観光地が多く、例えば悪
天候の際は立山連峰の眺望を楽しむことはできない
が、全天球を用いると屋内の大型タッチパネルで大
迫力の画像を360度で体感できるようになるという。ま
た、目の前の風景のディスプレイ上の画像に400年前
のお城を再現し、当時の武士の目線で城内を進んだ
り、城のスライスモデルを表示したりすると、観光や歴
史、建築などさまざまな視点で楽しむことができ、CG
を応用するビジネスシーンは無数にある様子。「未来
塾を通してメシの種のまき方や刈り入れ法を学んだ」
と微笑んだ。
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